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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに対向して配置された第１基板及び第２基板と、
　前記第１基板の前記第２基板に対向する面上に形成された反射電極及び透明電極と、
　前記反射電極及び前記透明電極上に配置された下部偏光板と、
　前記下部偏光板上に配置された下部配向膜と、
　前記第２基板の前記第１基板に対向する一側面上に形成されたカラーフィルタと、
　前記カラーフィルタ上に形成された透明な共通電極と、
　前記共通電極上に配置された上部配向膜と、
　前記第２基板の他側面上に重ねて配置された２枚の補償フィルムと、
　前記補償フィルム上に配置された上部偏光板と、
　前記第１基板と前記第２基板との間に介装された、複数個の液晶分子を有する液晶層と
を備え、
　前記液晶層はＴＮ液晶からなり、
　前記補償フィルムは円盤状液晶で製作され、
　前記下部偏光板と前記上部偏光板とは、それらの透過軸が９０°±３°の角度で交差し
て配置され、
　前記下部配向膜のラビング方向は、前記上部配向膜のラビング方向と９０°±３°の角
度で交差し、
　前記下部配向膜のラビング方向は、前記下部偏光板の透過軸と０°±３°又は９０°±
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３°の角度をなし、
　２枚の前記補償フィルムは、各々の配向方向が９０°±３°の角度で交差して配置され
、
　２枚の前記補償フィルムのうち、前記上部偏光板側に位置する一方の補償フィルムの配
向方向は前記下部配向膜のラビング方向と一致し、前記第２基板側に位置する他方の補償
フィルムの配向方向は前記上部配向膜のラビング方向と一致し、
　前記補償フィルムの垂直方向の位相遅延値は、波長が５５０ｎｍ±１０ｎｍの光に対し
て、約５０～２００ｎｍであり、円盤状液晶の平均傾斜角度は約０～３０°であり、
　前記液晶層の位相遅延値ｄΔｎは、波長が５５０ｎｍ±１０ｎｍの光に対して、約０．
３０～０．５０μｍであることを特徴とする半透過型液晶表示装置。
【請求項２】
　互いに対向して配置された第１基板及び第２基板と、
　前記第１基板の前記第２基板に対向する面上に形成された反射電極及び透明電極と、
　前記反射電極及び前記透明電極上に配置された下部偏光板と、
　前記下部偏光板上に配置された下部配向膜と、
　前記第２基板の前記第１基板に対向する面上に形成されたカラーフィルタと、
　前記カラーフィルタ上に形成された透明な共通電極と、
　前記共通電極上に配置された上部偏光板と、
　前記上部偏光板上に重ねて配置された２枚の補償フィルムと、
　前記補償フィルム上に配置された上部配向膜と、
　前記第１基板と前記第２基板との間に介装された、複数個の液晶分子を有する液晶層と
を備え、
　前記液晶層はＴＮ液晶からなり、
　前記補償フィルムは円盤状液晶で製作され、
　前記下部偏光板と前記上部偏光板とは、それらの透過軸が９０°±３°の角度で交差し
て配置され、
　前記下部配向膜のラビング方向は、前記上部配向膜のラビング方向と９０°±３°の角
度で交差し、
　前記下部配向膜のラビング方向は、前記下部偏光板の透過軸と９０°±３°又は０°±
３°の角度をなし、
　２枚の前記補償フィルムは、各々の配向方向が９０°±３°の角度で交差して配置され
、
　２枚の前記補償フィルムのうち、前記上部偏光板側に位置する一方の補償フィルムの配
向方向は前記下部配向膜のラビング方向と一致し、前記上部配向膜側に位置する他方の補
償フィルムの配向方向は前記上部配向膜のラビング方向と一致し、
　前記補償フィルムの垂直方向の位相遅延値は、波長が５５０ｎｍ±１０ｎｍの光に対し
て、約５０～２００ｎｍであり、円盤状液晶の平均傾斜角度が約０～３０°であり、
　前記液晶層の位相遅延値ｄΔｎは、波長が５５０ｎｍ±１０ｎｍの光に対して、約０．
３０～０．５０μｍであることを特徴とする半透過型液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に関し、より詳細には、高透過率及び広視野角の半透過型液晶
表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置は、バックライトからの光を利用する透過型と自然光を利用する反射型と
の２種類に分類される。透過型液晶表示装置はバックライトからの光を利用するため、暗
い周辺環境でも明るい画像を実現できるが、バックライトの使用により消費電力が大きい
という問題がある。一方、反射型液晶表示装置はバックライトを使用せずに周辺環境の自
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然光を利用するため、消費電力は小さいが、暗い周辺環境では使用できないという問題が
ある。
【０００３】
　このような問題を解決するために、透過型及び反射型液晶表示装置が有する各々の短所
を補完する半透過型液晶表示装置が提案された。半透過型液晶表示装置は、必要に応じて
反射型又は透過型の液晶表示装置として使用可能であるため、暗い周辺環境ではバックラ
イトを使用して画像を表示し、明るい周辺環境では相対的に低い消費電力で画像を表示す
ることができる。
【０００４】
　図１は、従来技術に係る半透過型液晶表示装置の構造を示す断面図である。
【０００５】
　図１に示すように、従来技術に係る半透過型液晶表示装置は、アレイ基板１０と、アレ
イ基板１０に対向して配置されたカラーフィルタ基板２０と、液晶分子３１を含んでアレ
イ基板１０及びカラーフィルタ基板２０間に介装された液晶層３０とを備える。
【０００６】
　アレイ基板１０は、カラーフィルタ基板２０に対向する面上に反射電極１２及び透明電
極１３が形成された下部ガラス基板１１と、反射電極１２及び透明電極１３を含む下部ガ
ラス基板１１上の全面に形成された下部偏光板１４と、下部偏光板１４上に形成された下
部配向膜１５とを備える。
【０００７】
　カラーフィルタ基板２０は、アレイ基板１０に対向する一側面上にカラーフィルタ２２
が形成された上部ガラス基板２１と、カラーフィルタ２２上に形成された透明な共通電極
２３と、共通電極２３上に形成された上部配向膜２４と、上部ガラス基板２１の他側面上
に配置された上部偏光板２５とを備える。
【０００８】
　下部偏光板１４が反射電極１２及び下部配向膜１５間に配置、即ち、アレイ基板１０に
内蔵されて配置されているため、このような半透過型液晶表示装置は単一のセルギャップ
で製作が可能であり、９０°のＴＮ（Ｔｗｉｓｔｅｄ　Ｎｅｍａｔｉｃ）モードを使用し
て透過率を向上させることができる。
【非特許文献１】Ｓｏｃｉｅｔｙ　ｆｏｒ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｄｉｓｐｌａｙ　
Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｓｙｍｐｏｓｉｕｍ　Ｄｉｇｅｓｔ　ｏｆ　Ｔｅｃｈｎｉ
ｃａｌ　Ｐａｐｅｒｓ，　２００４，　Ｖｏｌｕｍｅ３５，　Ｉｓｓｕｅ　１，　ｐｐ．
１１０６－１１０９
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　一方、半透過型液晶表示装置の視野角を向上するために、一般に、アレイ基板内及びカ
ラーフィルタ基板内の各々に光学補償フィルム（ｒｅｔａｒｄａｔｉｏｎ　ｆｉｌｍ）が
配置される。しかしながら、従来技術に係る半透過型液晶表示装置においては、アレイ基
板１０に備えられる下部偏光板１４が下部ガラス基板１１上に内蔵されてコーティングさ
れるため、下部ガラス基板１１のカラーフィルタ基板２０に対向する面上にさらに補償フ
ィルムを貼付して光学補償を図ることが実際には不可能であるという問題がある。
【００１０】
　一方、カラーフィルタ基板２０には補償フィルムの配置が可能であるが、カラーフィル
タ基板２０側のみに補償フィルムを配置したのでは、一方向のみに光学補償がなされるた
め、該方向に垂直な方向に対する光学補償は全くなされないという問題がある。このよう
に、従来技術に係る半透過型液晶表示装置では、広い視野角特性を得ることが困難である
（上記の非特許文献１参照）。
【００１１】
　本発明は上記従来技術の問題を解決するためになされたものであり、その目的は、アレ
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イ基板に偏光板を内蔵して配置する場合の視野角特性を向上させた半透過型液晶表示装置
を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記の目的の達成のために、本発明の第１の半透過型液晶表示装置は、互いに対向して
配置された第１基板及び第２基板と、前記第１基板の前記第２基板に対向する面上に形成
された反射電極及び透明電極と、前記反射電極及び前記透明電極上に配置された下部偏光
板と、前記下部偏光板上に配置された下部配向膜と、前記第２基板の前記第１基板に対向
する一側面上に形成されたカラーフィルタと、前記カラーフィルタ上に形成された透明な
共通電極と、前記共通電極上に配置された上部配向膜と、前記第２基板の他側面上に重ね
て配置された２枚の補償フィルムと、前記補償フィルム上に配置された上部偏光板と、前
記第１基板と前記第２基板との間に介装された、複数個の液晶分子を有する液晶層とを備
え、前記液晶層はＴＮ液晶からなり、前記補償フィルムは円盤状液晶で製作され、前記下
部偏光板と前記上部偏光板とは、それらの透過軸が９０°±３°の角度で交差して配置さ
れ、前記下部配向膜のラビング方向は、前記上部配向膜のラビング方向と９０°±３°の
角度で交差し、前記下部配向膜のラビング方向は、前記下部偏光板の透過軸と０°±３°
又は９０°±３°の角度をなし、２枚の前記補償フィルムは、各々の配向方向が９０°±
３°の角度で交差して配置され、２枚の前記補償フィルムのうち、前記上部偏光板側に位
置する一方の補償フィルムの配向方向は前記下部配向膜のラビング方向と一致し、前記第
２基板側に位置する他方の補償フィルムの配向方向は前記上部配向膜のラビング方向と一
致し、前記補償フィルムの垂直方向の位相遅延値は、波長が５５０ｎｍ±１０ｎｍの光に
対して、約５０～２００ｎｍであり、円盤状液晶の平均傾斜角度は約０～３０°であり、
前記液晶層の位相遅延値ｄΔｎは、波長が５５０ｎｍ±１０ｎｍの光に対して、約０．３
０～０．５０μｍであることを特徴とする。
【００２２】
　また、上記の目的の達成のために、本発明の第２の半透過型液晶表示装置は、互いに対
向して配置された第１基板及び第２基板と、前記第１基板の前記第２基板に対向する面上
に形成された反射電極及び透明電極と、前記反射電極及び前記透明電極上に配置された下
部偏光板と、前記下部偏光板上に配置された下部配向膜と、前記第２基板の前記第１基板
に対向する面上に形成されたカラーフィルタと、前記カラーフィルタ上に形成された透明
な共通電極と、前記共通電極上に配置された上部偏光板と、前記上部偏光板上に重ねて配
置された２枚の補償フィルムと、前記補償フィルム上に配置された上部配向膜と、前記第
１基板と前記第２基板との間に介装された、複数個の液晶分子を有する液晶層とを備え、
前記液晶層はＴＮ液晶からなり、前記補償フィルムは円盤状液晶で製作され、前記下部偏
光板と前記上部偏光板とは、それらの透過軸が９０°±３°の角度で交差して配置され、
前記下部配向膜のラビング方向は、前記上部配向膜のラビング方向と９０°±３°の角度
で交差し、前記下部配向膜のラビング方向は、前記下部偏光板の透過軸と９０°±３°又
は０°±３°の角度をなし、２枚の前記補償フィルムは、各々の配向方向が９０°±３°
の角度で交差して配置され、２枚の前記補償フィルムのうち、前記上部偏光板側に位置す
る一方の補償フィルムの配向方向は前記下部配向膜のラビング方向と一致し、前記上部配
向膜側に位置する他方の補償フィルムの配向方向は前記上部配向膜のラビング方向と一致
し、前記補償フィルムの垂直方向の位相遅延値は、波長が５５０ｎｍ±１０ｎｍの光に対
して、約５０～２００ｎｍであり、円盤状液晶の平均傾斜角度は約０～３０°であり、前
記液晶層の位相遅延値ｄΔｎは、波長が５５０ｎｍ±１０ｎｍの光に対して、約０．３０
～０．５０μｍであることを特徴とする。
【発明の効果】
【００３２】
　本発明の半透過型液晶表示装置によると、アレイ基板に下部偏光板が内蔵されて配置さ
れ、２枚の補償フィルムが、それらの配向方向が９０°±３°の角度で交差して、カラー
フィルタ基板に備えられる上部偏光板のアレイ基板に対向する面上に配置されることによ
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り、光学補償を効果的に実現することができる。また、アレイ基板に下部偏光板が内蔵さ
れて配置されることにより、高い透過率を実現し、２枚の補償フィルムが配置されること
により、広い視野角特性を実現することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３３】
　以下、本発明の好ましい実施の形態を添付の図面を参照して詳細に説明する。
【００３４】
　まず、本発明の技術的原理を簡略に説明する。本発明では、アレイ基板に下部偏光板が
内蔵されて配置され、円盤状（ディスコティック）液晶を使用する２枚の補償フィルムが
、それらの配向方向が９０°±３°の角度で交差して、カラーフィルタ基板に備えられる
上部偏光板のアレイ基板に対向する面上に配置される。
【００３５】
　この場合、一方向に対する光学補償だけではなく、該方向に垂直な方向に対する光学補
償もなされるので、視野角特性を向上させた半透過型液晶表示装置を実現することができ
る。
【００３６】
　このように、本発明の半透過型液晶表示装置は、アレイ基板に下部偏光板が内蔵されて
配置されることにより高い透過率を実現することができ、また、２枚の補償フィルムが、
それらの配向方向が互いに交差してカラーフィルタ基板に配置されることにより、広い視
野角特性を実現することができる。
【００３７】
　図２は、本発明の第１の実施形態に係る半透過型液晶表示装置の構造を示す断面図であ
る。ここで、図１と同じ又は同様の構成要素には同じ参照符号を付すこととし、同じ又は
同様の構成要素に関する説明を省略する。
【００３８】
　図２に示すように、本発明の第１の実施の形態に係る半透過型液晶表示装置は、アレイ
基板１０と、アレイ基板１０に対向して配置されたカラーフィルタ基板２０と、液晶分子
３１を含んでアレイ基板１０及びカラーフィルタ基板２０間に介装された液晶層３０とを
備える。
【００３９】
　アレイ基板１０は、反射率の優れる不透明金属からなる反射電極１２及びＩＴＯ（Ｉｎ
ｄｉｕｍ　Ｔｉｎ　Ｏｘｉｄｅ）等の透明金属からなる透明電極１３がカラーフィルタ基
板２０に対向する面上に形成された下部ガラス基板１１と、反射電極１２及び透明電極１
３を含む下部ガラス基板１１上の全面に形成された下部偏光板１４と、下部偏光板１４上
に形成され、電界が無印加の際に液晶分子３１の初期配列方向を決定するための下部配向
膜１５とを備える。
【００４０】
　カラーフィルタ基板２０は、ブラックマトリックス（図示せず）を含むＲＧＢのカラー
フィルタ２２がアレイ基板１０に対向する一側面上に形成された上部ガラス基板２１と、
ＩＴＯ等の透明金属からなり、アレイ基板１０の反射電極１２及び透明電極１３と共に電
界を誘起する、カラーフィルタ２２上に形成された共通電極２３と、下部配向膜１５と同
様に共通電極２３上に形成され、電界が無印加の際に液晶分子３１の初期配列方向を決定
する上部配向膜２４と、円盤状（ディスコティック）液晶で製作され、上部ガラス基板２
１の他側面上に配置された上側補償フィルム２６及び下側補償フィルム２７と、これら２
枚の補償フィルム２６、２７上に配置された上部偏光板２５とを備える。２枚の補償フィ
ルム２６、２７は円盤状液晶を使用して製作され、２枚の補償フィルム２６、２７の各々
の配向方向（円盤状液晶の配向を平均することにより得られる方向）が９０°±３°の角
度で交差して配置されることにより、液晶層の上下層から発生する複屈折がほぼ補償され
る。
【００４１】
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　液晶層３０は、透過率を向上させるために９０°のＴＮ液晶からなり、液晶層（以下、
ＴＮ液晶層とも記す）３０の位相遅延値ｄΔｎは、波長が５５０ｎｍ±１０ｎｍの光に対
して、約０．３０～０．５０μｍである。
【００４２】
　上記構造においては、下部偏光板１４が、反射電極１２及び透明電極１３と下部配向膜
１５との間に配置、即ち、アレイ基板１０に内蔵されて配置される。ここで、反射電極１
２が位置する反射部のセルギャップと透明電極１３が位置する透過部のセルギャップとが
互いに同じであるため、高い透過率を実現する。
【００４３】
　図３は、本発明の第１の実施形態に係る半透過型液晶表示装置の補償フィルムを説明す
るための図である。ここで、図中に示す左から右に向かう矢印は、円盤状液晶の配向方向
を表す。
【００４４】
　図３に示すように、本発明の半透過型液晶表示装置が備える補償フィルムは、円盤状液
晶４０の配向状態を連続的に変化させた構造を有する。即ち、円盤状液晶４０は、視野角
に関わる位相差が連続的に変化するように配向されて、視野角特性を向上させる役割をす
る。補償フィルム内の円盤状液晶４０は、補償フィルムの一側境界面周辺では面に対して
ほぼ平行に配向され、他側境界面周辺では面に対してほぼ垂直に配向される。
【００４５】
　図３において、右側の図は、垂直方向の位相遅延値Ｒｔｈを計算する式と、円盤状液晶
の平均傾斜角度βとを示す。垂直方向の位相遅延値Ｒｔｈは以下の式で与えられる。
【００４６】
　Ｒｔｈ＝［（Ｎｘ＋Ｎｙ）／２－Ｎｚ］×ｄ
　ここで、ＮｘはＸ軸方向の屈折率、ＮｙはＹ軸方向の屈折率、ＮｚはＺ軸方向の屈折率
であり、ｄは補償フィルムの厚さを表す。Ｚ軸は補償フィルムの厚さ方向であり、Ｘ軸及
びＹ軸は補償フィルムの面内方向である。
【００４７】
　例えば、本実施の形態によると、補償フィルムの垂直方向の位相遅延値Ｒｔｈは、波長
が５５０ｎｍ±１０ｎｍの光に対して、約５０～２００ｎｍであり、この際の円盤状液晶
４０の平均傾斜角度βは約０～３０°である。
【００４８】
　図４は、本発明の第１の実施形態に係る半透過型液晶表示装置の補償フィルムとＴＮ液
晶層との構成を示す断面図である。
【００４９】
　ＴＮ液晶層３０に電圧が印加されると、液晶分子３１は、液晶層３０の上部及び下部境
界面付近ではほぼ水平に配向され、配向状態が連続的に変化して、液晶層３０の中央部付
近ではほぼ垂直に配向される。これによって、視野角方向によって液晶分子３１の配向状
態が変化し、位相差が発生する。従って、視野角特性を向上させるためには、補償フィル
ムを利用して位相差を補償する必要がある。
【００５０】
　本発明の半透過型液晶表示装置は、カラーフィルタ基板２０に備えられた上部偏光板２
５のアレイ基板１０と対向する面上に、配向方向が９０°±３°の角度で交差して配置さ
れた上側補償フィルム２６及び下側補償フィルム２７を備える。上側補償フィルム２６は
、その配向方向がアレイ基板１０に備えられた下部配向膜１５のラビング方向とほぼ一致
して、ＴＮ液晶層３０の下側で生じる複屈折を補償し、下側補償フィルム２７は、その配
向方向がカラーフィルタ基板２０に備えられた上部配向膜２４のラビング方向とほぼ一致
して、ＴＮ液晶層３０の上側で生じる複屈折を補償する。これにより、本発明の半透過型
液晶表示装置は、広い視野角特性を実現する。
【００５１】
　図５は、本発明の第１の実施形態に係る半透過型液晶表示装置の偏光板の透過軸、補償
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フィルムの配向方向、並びに上部及び下部配向膜のラビング方向を示す斜視図である。
【００５２】
　図５に示すように、アレイ基板１０に備えられた下部配向膜１５のラビング方向が、カ
ラーフィルタ基板２０に備えられた上部配向膜２４のラビング方向と９０°±３°の角度
で交差する。第１の実施形態では、下部配向膜１５のラビング方向が、下部偏光板１４の
透過軸と０°±３°の角度でほぼ一致する。
【００５３】
　上部偏光板２５の透過軸と下部偏光板１４の透過軸とは９０°±３°の角度で交差して
配置されており、上部偏光板２５のアレイ基板１０に対向する面上の２枚の補償フィルム
２６、２７は、それらの配向方向が９０°±３°の角度で交差して配置されている。この
際、上側補償フィルム２６は、その配向方向がアレイ基板１０に備えられた下部配向膜１
５のラビング方向と一致するように配置され、下側補償フィルム２７は、その配向方向が
カラーフィルタ基板２０に備えられた上部配向膜２４のラビング方向と一致するように配
置されて、ＴＮ液晶層３０の上側及び下側で生じる複屈折を各々補償することができる。
【００５４】
　図６は、本発明の第１の実施形態に係る半透過型液晶表示装置の透過モードと反射モー
ドとの視野角特性のシミュレーション結果を示す等高線図である。ここで、シミュレーシ
ョン条件は、入射波長が５５０ｎｍであり、液晶層の位相遅延値ｄΔｎが０．３８μｍで
あり、補償フィルムの垂直方向の位相遅延値Ｒｔｈが１３７ｎｍであり、円盤状液晶の平
均傾斜角度βが１５．５°であり、アレイ基板１０に備えられた下部配向膜１５のラビン
グ方向と、カラーフィルタ基板２０に備えられた上部配向膜２４のラビング方向とのなす
角が９０°である。
【００５５】
　図６に示すように、本発明の半透過型液晶表示装置は、透過モードの場合には、コント
ラスト比１０：１のラインを基準にして判断すれば左右約１１０°以上、上下約１００°
以上の広い視野角特性を示し、反射モードの場合には、コントラスト比１０：１のライン
を基準にして判断すれば左右約１６０°以上、上下約１２０°以上の広い視野角特性を示
す。
【００５６】
　従って、本発明の半透過型液晶表示装置は、アレイ基板に内蔵型の偏光板を備え、カラ
ーフィルタ基板に備えられた偏光板のアレイ基板と対向する面上に、配向方向が９０°±
３°の角度で交差して配置された２枚の補償フィルムを備えることにより、透過率は勿論
、視野角特性も向上させることができる。
【００５７】
　図７及び図８は、本発明の第２の実施形態に係る半透過型液晶表示装置の構造を示す図
である。図７はその断面図であり、図８は偏光板の透過軸、補償フィルムの配向方向、並
びに上部及び下部配向膜のラビング方向を示す斜視図である。
【００５８】
　第２の実施形態では、図７に示すように、カラーフィルタ基板２０に備えられた上部偏
光板２５が、上部ガラス基板２１のアレイ基板１０と対向する面上に内蔵されて配置され
る。併せて、２枚の光学補償フィルム２６、２７も、上部偏光板２５上に内蔵されて配置
される。
【００５９】
　より詳細には、第２の実施形態によると、カラーフィルタ基板２０は、アレイ基板１０
に対向する面上にブラックマトリックス（図示せず）を含むカラーフィルタ２２が形成さ
れた上部ガラス基板２１と、カラーフィルタ２２上に形成された共通電極２３と、共通電
極２３上に配置された上部偏光板２５と、上部偏光板２５上に、上記第１の実施形態の場
合と同様に配向方向が９０°±３°の角度で交差して配置された上側補償フィルム２６及
び下側補償フィルム２７と、これら２枚の補償フィルム２６、２７上に形成された上部配
向膜２４とを備える。
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【００６０】
　第２の実施形態に係るアレイ基板１０は、上記第１の実施形態のアレイ基板と同じ構造
を有する。従って、アレイ基板１０に対する詳細な説明を省略する。
【００６１】
　図８に示すように、カラーフィルタ基板２０に備えられた上部偏光板２５の透過軸とア
レイ基板１０に備えられた下部偏光板１４の透過軸とが９０°±３°の角度で交差して配
置されており、アレイ基板１０に備えられた下部配向膜１５のラビング方向が、カラーフ
ィルタ基板２０に備えられた上部配向膜２４のラビング方向と９０°±３°の角度で交差
する。第２の実施形態では、上記第１の実施形態とは異なり、下部配向膜１５のラビング
方向が、下部偏光板１４の透過軸と９０°±３°の角度で交差している。
【００６２】
　上部偏光板２５のアレイ基板１０と対向する面上に配置された上側補償フィルム２６は
、その配向方向が下部配向膜１５のラビング方向と一致するように配置され、上側補償フ
ィルム２６上に配置された下側補償フィルム２７は、その配向方向が上部配向膜２４のラ
ビング方向と一致するように配置されて、ＴＮ液晶層３０の上側及び下側で生じる複屈折
を各々補償することができる。
【００６３】
　以上、本発明の特定の実施形態について説明したが、本発明は上記の実施形態に限定さ
れず、本発明が属する技術分野で通常の知識を有する者であれば、特許請求の範囲に記載
された本発明の技術的思想の範囲を逸脱しない範囲内で様々な修正や置換が可能であり、
それらも本発明の技術的思想の範囲に属する。
【００６４】
　例えば、上記第１の実施形態では、下部配向膜１５のラビング方向が下部偏光板１４の
透過軸と０°±３°の角度でほぼ一致するが、下部配向膜１５のラビング方向と下部偏光
板１４の透過軸とのなす角度はこれに限定されず、９０°±３°の角度であってもよい。
【００６５】
　また、上記第２の実施形態では、下部配向膜１５のラビング方向が下部偏光板１４の透
過軸と９０°±３°の角度で交差するが、下部配向膜１５のラビング方向と下部偏光板１
４の透過軸とのなす角度はこれに限定されず、０°±３°の角度であってもよい。
【図面の簡単な説明】
【００６６】
【図１】従来技術に係る半透過型液晶表示装置の構造を示す断面図である。
【図２】本発明の第１の実施形態に係る半透過型液晶表示装置の構造を示す断面図である
。
【図３】本発明の第１の実施形態に係る半透過型液晶表示装置の補償フィルムを説明する
ための図である。
【図４】本発明の第１の実施形態に係る半透過型液晶表示装置の補償フィルムとＴＮ液晶
層との構成を示す断面図である。
【図５】本発明の第１の実施形態に係る半透過型液晶表示装置の偏光板の透過軸、補償フ
ィルムの配向方向、並びに上部及び下部配向膜のラビング方向を示す斜視図である。
【図６】本発明の第１の実施形態に係る半透過型液晶表示装置の視野角特性のシミュレー
ション結果を説明するための等高線図である。
【図７】本発明の第２の実施形態に係る半透過型液晶表示装置の構造を示す断面図である
。
【図８】本発明の第２の実施形態に係る半透過型液晶表示装置の偏光板の透過軸、補償フ
ィルムの配向方向、並びに上部及び下部配向膜のラビング方向を示す斜視図である。
【符号の説明】
【００６７】
　　１０　　アレイ基板
　　１１　　下部ガラス基板
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　　１２　　反射電極
　　１３　　透明電極
　　１４　　下部偏光板
　　１５　　下部配向膜
　　２０　　カラーフィルタ基板
　　２１　　上部ガラス基板
　　２２　　カラーフィルタ
　　２３　　共通電極
　　２４　　上部配向膜
　　２５　　上部偏光板
　　２６　　上側補償フィルム
　　２７　　下側補償フィルム
　　３０　　液晶層
　　３１　　液晶分子
　　４０　　円盤状液晶

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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ŽSOLUTION：透反射型LCD装置包括彼此面对的第一和第二基板11和21;反射和透明电极12和13形成在面对第一基板11的第二基
板21的表面上;下反射板14形成在反射和透明电极12和13上;下取向层15排列在下偏振板14上;滤色器22形成在面对第二基板21的第
一基板11的一个表面上;透明公共电极23形成在滤色器22上;形成在透明公共电极23上的上取向层24;两个延迟膜27和26，顺序地连
接到第二基板21的另一个表面;附着在延迟膜26上的上偏振片25;液晶层30包括多个液晶分子31，介于第一和第二基板11和21之间
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